
道路台帳補正審査の補正図面における留意事項

補正図面の審査時に比較的多く見られる修正依頼箇所を踏まえ、下記事項を記しました。

留意いただきますようお願いいたします。

1 図面の補正
(1) 車道は原則として一定の幅員とする。 (要領P26  ２主な用語の定義 (9) ア )

<誤>

<正>

(2)河川、湖沼、水路の名称及びその流向を記載する。(要領P30  ３現況平面図の記載事項 (9) )
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いずれも新潟県道路台帳関係要領に基づく事項となりますので、道路台帳附図の補正の際に



(3)路面が異なる部分の境とその種類を記載する 。 (要領P30  ３現況平面図の記載事項 (8) )

(4) 規格改良済区間と未改良区間の境を記載する。(要領P32  ４道路台帳附図の記載事項(1) ウ)

(5) 防護柵は道路縁及び水がい線とは兼ねない。0.2mmの白部をおく。
     (新潟県道路台帳平面図図式(CAD)凡例-構囲等)



(6)横断面図及び内空断面図について 
 (新潟県道路台帳平面図図式(CAD)凡例-横断面図及内空断面図 5,9)
  道路横断図(A-Aʼ,B-Bʼ)の測定位置は一点鎖線で図柄の外３〜４cmまで表⽰する。
     また、側溝で厚みの分かるものは、厚みも表⽰する。

2 電算入力票作成 
(1) 大字コードについて (要領P47 1共通項目(3) イ) 
   次の場合必ず記入する。

        (ア)橋梁、トンネル、踏切及び立体横断施設の箇所



(イ)曲線半径30m未満、縦断勾配８％以上の箇所

(ウ)大字の変化する箇所 (路線の起点には必ず記入する。)

(2) 幅員について (要領P55 ５道路施設現況調書(様式C) (7) )
     当該区間の起点側の幅員を上段に、終点側の幅員を下段に記入する。当該前区間の終点側と
  当該区間の起点側の幅員が同じ場合は当該区間の起点側の幅員を省略できる。
  ただし、当該前区間の基本分類が交差点の場合、当該区間が図面の起点である場合及び当該
  区間を修正する場合は、起点側の幅員を省略できない。



(3) 交差道路について (要領P59 ５道路施設現況調書(様式C) (20) )       
   一つの交差点において、左右２路線と交差する場合は上級側路線を記入し、その路線名を備
     考欄に記入する。
     なお、交差する２路線が同級路線である場合は代表的な路線を一つ選択して記入することと
   し、1箇所の交差点に対して、複数の区間順序番号を用いることはしない。



3 その他
(1) 補正図面左上の延⻑一覧表の各合計延⻑が正しく記載されているか確認をお願いいたします。

(2) 補正図面の補正区間合計延⻑と調書(様式C)の合計延⻑が必ず合うよう確認をお願いいたしま

(3) 令和２年９月14日より運用開始した、個人情報保護の観点から個人の氏名を記載しないこと

   す。

   いたします。
   また、図面右上の｢個人情報注意｣の表記が削除されているかどうかも合わせて確認をお願い
   とする改定により、個人情報の記載が一切ないよう確認をお願いいたします。


